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 事業概要 

液体水素燃料を用いた極超音速予冷ターボジェットの推力制御方法と機体／推進統合制御方法を実

証する. このため, 極超音速機と極超音速エンジンの相互干渉を加味した機体／推進統合制御技術の

確立に向けて, 極超音速統合制御実験機の制御特性を取得する. また, 極超音速実用機の要求仕様を

定義するとともに, 極超音速予冷ターボジェットの飛行実証を行うための極超音速実験機の設計仕様

を提示する. 
 

参考 URL: https://www.ard.jaxa.jp/research/hydrogenfuel/hydrogenfuel.html 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

極超音速実験機の全機空力性能を CFD で取得する場合, 計算負荷が大きく, 計算時間が長く必要と

なるため.  

NOx を含む反応性流体の計算では, 化学種が多く通常の計算機での詳細な計算が困難であるため. 

 

 今年度の成果 

模型支持スティングを模擬した極超音速統合制御実験機の CFD 解析を行い, スティングが空力特性

に及ぼす影響の評価を行った. (図 1) 

HIMICO 用インテークのランプ高さ駆動時におけるヒステリシスを評価するため, 重合格子を用い

た駆動解析を実施した. （図 2） 

スクラムジェットエンジンモデル燃焼器の燃焼試験を対象とした数値解析を行い, 解析により得ら

れた燃焼器上下壁面の圧力分布をもとにした燃焼器内部の状態を把握するセンサ配置のスパース最適

航空機・将来宇宙輸送機への水素燃料の適用技術の研究 



JAXA スーパーコンピュータシステム利用成果報告(2024 年 2 月～2025 年 1 月) 

- 470 - 

 

化を実施した. （図 3） 

極超音速統合制御実験(HIMICO)用ラムジェットエンジンの背圧変化に伴う擬似衝撃波の挙動を調

査するため, CFD 解析を実施した. (図 4) 

 

 

図 1: 極超音速統合制御実験機の風洞試験模型の周囲流（マッハ数分布,  

迎角-15deg） 

 

 
図 2: 極超音速インテークのランプ角度変化に対応した内部流の変化（マ

ッハ数分布） 

 

 

図 3: 極超音速インテークの背圧変化時の内部流の変化（マッハ数分布） 
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図 4: 超音速燃焼器の内部流（マッハ数分布 およびスパース最適化の結

果） 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 OpenMP 

プロセス並列数 1 - 2 

１ケースあたりの経過時間 30 時間 
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⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 2.57 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 61,870,260.83 2.83 

TOKI-ST 1,428,173.41 1.47 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 88,709.99 6.40 

TOKI-TST 0.00 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 1,429.11 0.96 

/data 及び/data2 400,802.00 1.92 

/ssd 5,420.00 0.29 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 8.89 0.03 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

 

⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 13,088.05 8.94 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


